
全希少植物への保全ガイドライン提案システム
背景・⽬的

⽅法

現在、都市開発が進められ、住みやすい街づくりが進められている⼀⽅、絶滅危惧植物をはじめ
とする保全上重要である希少な植物群集の⽣育が脅かされている。しかし、これらの植物の希少
性から⾃⽣地が保護区に指定され、調査が⼗分にできず、これらの植物の明確な保全⽅法は定
まっていない現状である。
また、少⼦⾼齢化に伴い、環境を維持する⼈⼝・維持した環境を次世代に継続していく⼈⼝が減
少していくことが危惧されている。
そこで本Cプランは、⼈⼯知能技術を活⽤した「全希少植物への保全ガイドライン提案システム」
を構築することで、保全⽅法が定まっていない希少種の保全⽅法の確⽴や、保全に必要な⼈員の
削減を実現し、より効果的・効率的な保全を進めることを⽬的とする。

1. 「全希少植物への保全ガイドライン提案システム」の基盤作りとして、保全⽣態学（環境都市
分野）の知識を活かし、絶滅危惧植物マメナシの調査及びガイドラインの作成を⾏う。

2. 作成したガイドラインの中で、電気電⼦分野・情報分野の知識を活かし、センサー技術・画像
認識技術を⽤いた調査や、⼈⼯知能を⽤いた採取したデータの解析等、⾃動化できる箇所の検
討を⾏う。

3. マメナシの調査に併せて、保全に携わる関係者（地域住⺠、保全団体、⾃治体、学校等）同⼠
の関係性の構築について、組織・⼈材管理（経営システム分野）の知識を⽤いて調査・解析を
⾏い、保全に携わる関係者の効果的なネットワーク形成のガイドライン作成を⾏う。

4. 「⾃動化を取り⼊れたマメナシの保全ガイドライン」と「保全に携わる関係者の効果的な関係
構築のガイドライン」を基に⼈⼯知能を⽤いて、他の希少植物に対する、⼈間関係も考慮した
保全ガイドラインの提案を⾏う。
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• 主軸分野である保全⽣態学の知識を常に深める意欲を持った技術者になる。
• 常に環境へ配慮できる技術者として都市開発・街づくりに携わる。
• 経営システム分野の組織・⼈材管理に関する知識を⾝につけ活⽤して、プロジェクトを円滑に
進められる技術者を⽬指す。

• 電気電⼦分野と情報分野の技術に関して、「どういったところに活⽤できるのか」「技術を活
⽤することでどういった価値創造につながるのか」を考えられるレベルの知識を⾝につける。
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